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巽 信吾さん（島原市在住）
「平成新山を望む」

月間賞に選ばれた作品の一部

と
し
て
も
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
大

い
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
世
界
遺
産
登
録
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
今
年
の
夏
頃
ま
で
に
決
定

さ
れ
る
国
内
の
推
薦
資
産
に
選
ば
れ
る
必

要
が
あ
り
、
本
年
度
は
、
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
、
ま
さ
に
〝
勝
負
の
年
〞
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
〝
勝
負
の
年
〞
に
、
市
で
は
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
世
界
遺
産

登
録
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

主
な
取
り
組
み（
平
成
25
年
度
）

⑴
史
跡
の
整
備
や

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整
備

　

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
に
は
、

訪
れ
る
人
に
そ
の
史
跡
が
持
つ
価
値
を
十

分
に
理
解
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
史
跡
の
価
値
を
伝
え
る

た
め
に
日
野
江
城
跡
と
原
城
跡
の
整
備
計

画
を
作
成
し
て
お
り
、
計
画
に
沿
っ
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
史
跡
の
案
内

所
と
し
て
の
機
能
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能
）

も
重
要
で
す
の
で
、
原
城
文
化
セ
ン
タ
ー

を
当
面
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
位
置
づ
け
、

展
示
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
史
跡
の
整
備

と
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
充
実
は
、
世
界
遺

産
登
録
の
最
も
重
要
な
要
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
市
の
国
指
定
史
跡
日
野
江
城
跡
と
原

城
跡
が
構
成
資
産
と
な
っ
て
い
る
「
長
崎

の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
は
、

長
崎
県
や
関
係
自
治
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

平
成
27
年
の
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
登
録
に
向
け
て
の
準
備
が

整
っ
た
た
め
、
下
村
文
部
科
学
大
臣
に
世

界
遺
産
登
録
推
薦
書
の
原
案
を
提
出
し
ま

し
た
。
推
薦
書
を
受
け
取
っ
た
大
臣
は
、

「（
登
録
が
）
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。
ま
た
、
別
の
日
に
は
、
近
藤
文
化

庁
長
官
が
「
暫
定
リ
ス
ト
の
中
で
、
推
薦

へ
の
準
備
が
一
番
進
ん
で
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。
国
内
の
世
界
遺
産
登
録
に
関
し

て
重
要
な
権
限
を
も
つ
人
の
こ
の
よ
う
な

発
言
は
異
例
と
も
言
え
る
も
の
で
、
本
市

⑵
構
成
資
産
周
辺
の
整
備
計
画
の
策
定

　

世
界
遺
産
登
録
に
は
、
史
跡
だ
け
で
は

な
く
そ
の
周
辺
環
境
も
保
全
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録
さ
れ
る
と
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
観
光
客
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入

れ
、
市
を
満
喫
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
〝
お
も
て

な
し
〞
で
き
る
体
制
を
作
り
上
げ
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
構
成
資
産
周
辺
の
景
観

保
全
や
ア
ク
セ
ス
道
路
、
駐
車
場
、
ト
イ

レ
な
ど
の
便
益
施
設
を
整
備
す
る
た
め
の

計
画
と
市
内
全
て
の
道
路
標
示
や
観
光
標

識
に
つ
い
て
、
統
一
し
た
規
格
や
デ
ザ
イ

ン
で
整
備
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

⑶
市
民
理
解
を
深
め
る

　（
市
民
啓
発
事
業
）

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」
は
、
平
成
19
年
１
月
に
世
界
遺
産

暫
定
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
、
す
で
に
６
年

が
経
過
し
ま
し
た
が
、「
周
知
が
足
り
な

い
」、「
な
ぜ
世
界
遺
産
に
な
る
の
か
よ
く

分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
歴
史
遺
産
を
み
ん
な
の
〝
た
か

ら
も
の
〞
と
し
て
認
識
し
、
登
録
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

特
別
企
画
展
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
多
く
の
市
民
啓
発
事
業

を
行
い
ま
す
。

問 教育委員会世界遺産登録推進室　☎０５０（３３８１）５１０１

　世界遺産登録に向けては、市民全体で機運を高めていくと同時に、登録のメリット
を最大限に受けられるための準備をしておく必要があります。
　「南島原市世界遺産市民協働会議」では、市民の皆さんの機運醸成や世界遺産に関
連したまちづくりのための取り組みを話し合い、実行することを目的として、「行動
計画推進グループ」を組織しています。行動計画推進グループのメンバーは、随時募
集していますので、世界遺産やまちづくりに興味がある人は、ぜひご連絡ください。

皆さんの声をまちづくりに生かしませんか。　～世界遺産推進の実行メンバーを募集～

原　　城　　跡

　「撮ってくれんね！南島原コンテスト」に応募された作品を紹介する、同コンテ
ストの公式フェイスブックページの「いいね！（登録者数）」が、９万人を超え、日
本一を達成。熊本県のくまモンオフィシャルや佐賀県武雄市役所などを超え、自治
体が運営するフェイスブックとしては日本一に輝いたと新聞やインターネットで大
きく取り上げられました。
　人口５万人のまちのページが、短期間で登録者９万人を達成できた要因は、市民
や旅行者から応募された作品の良さにあります。四季折々の南島原の魅力を映し出
した応募写真には「美しい、ぜひとも行ってみたい！」「懐かしくなった。故郷に
帰りたい」という感想が多数寄せられているほか、このコンテストに応募するため
市外県外、遠くは東京や北海道などから南島原に足を運んだという人もおり、知名
度アップだけにとどまらず、直接的な観光誘致にもつながりました。また、海外か
らの注目も高く「私たちの国の風景と似ている」（インドネシア）、「いつか日本に
行ってみたい」（メキシコ）など国境を越えて盛り上がっている様子もうかがえます。
　開港450年を迎えた口之津港を構え、古き国際都市の風土をもつ南島原市が、今
またソーシャルメディアを通じて世界中の人に注目されています。

交友関係などを構築するインターネット上のサービスの
一つです

←『撮ってくれんね！南島原コンテスト』
　フェイスブックページ

南島原が日本一

撮ってくれんね！南島原コンテスト
グランプリ決定

　市の魅力を伝える動画・写真を募集する
「撮ってくれんね！南島原コンテスト」を昨
年７月から今年の１月まで開催したところ、
延べ９０１点の応募がありました。
　各月に選考された月間賞の中から最優秀
となるグランプリに輝いたのは、南有馬町
白木野の棚田を撮影した左の作品です。

フェイスブックとは…

CHAPTER.27

『世 界 遺 産 登 録 へ』
～本年度は勝負の年～


